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調査概要1
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調査概要

調査対象者 18～69歳男女

普通自動車運転免許を保有しており、自動車を保有している。かつ 週に１日以上運転する方。

※より日常的に自動車の運転をしている方をターゲットに絞り込むため、協議の後設定

調査企画 事前調査 | 2023年8月28日（月）～ 2023年8月30日（水）

事後調査 | 2023年12月11日（月）～ 2023年12月13日（水）

調査方法 LINEアンケート

有効回答数 総計 2,000サンプル（事前調査 1,000サンプル / 事後調査 1,000サンプル）

調査会社 株式会社 モニタス

SC調査 SC調査サンプル数 6,000サンプル（事前調査・事後調査共通）



調査票
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調査票（スクリーニング調査）

自動車免許保有※普通自動車を運転可能なものに限り、自身もしくは世帯で普通四輪車を保有しており、週1日以上運転する

調査対象者 年齢 | 18～69歳男女 地域 | 全国

本調査条件

※18～69歳以外は終了

普通自動車を運転可能な
免許を対象としております。

週１日以上、自身もしくは
世帯で保有している自動車
を運転する方を対象として
おります。

以降、全47都道府県の選択が続く
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本調査票（事前調査）

自動車免許保有※普通自動車を運転可能なものに限り、自身もしくは世帯で普通四輪車を保有しており、週1日以上運転する

調査対象者 年齢 | 18～69歳男女 地域 | 全国

本調査条件

※Q6/Q7：前年比較表追加
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本調査票（事前調査）

自動車免許保有※普通自動車を運転可能なものに限り、自身もしくは世帯で普通四輪車を保有しており、週1日以上運転する

調査対象者 年齢 | 18～69歳男女 地域 | 全国

本調査条件

※排他（他の選択肢と同時選択不可）

18-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳

男性 100 100 100 100 100

女性 100 100 100 100 100

本調査（事前調査）割付表
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本調査票（事後調査）

自動車免許保有※普通自動車を運転可能なものに限り、自身もしくは世帯で普通四輪車を保有しており、週1日以上運転する

調査対象者 年齢 | 18～69歳男女 地域 | 全国

本調査条件
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本調査票（事後調査）

自動車免許保有※普通自動車を運転可能なものに限り、自身もしくは世帯で普通四輪車を保有しており、週1日以上運転する

調査対象者 年齢 | 18～69歳男女 地域 | 全国

本調査条件
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本調査票（事後調査）

自動車免許保有※普通自動車を運転可能なものに限り、自身もしくは世帯で普通四輪車を保有しており、週1日以上運転する

調査対象者 年齢 | 18～69歳男女 地域 | 全国

本調査条件
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本調査票（事後調査）

自動車免許保有※普通自動車を運転可能なものに限り、自身もしくは世帯で普通四輪車を保有しており、週1日以上運転する

調査対象者 年齢 | 18～69歳男女 地域 | 全国

本調査条件
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本調査票（事後調査）

自動車免許保有※普通自動車を運転可能なものに限り、自身もしくは世帯で普通四輪車を保有しており、週1日以上運転する

調査対象者 年齢 | 18～69歳男女 地域 | 全国

本調査条件
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本調査票（事後調査）

自動車免許保有※普通自動車を運転可能なものに限り、自身もしくは世帯で普通四輪車を保有しており、週1日以上運転する

調査対象者 年齢 | 18～69歳男女 地域 | 全国

本調査条件
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本調査票（事後調査）

自動車免許保有※普通自動車を運転可能なものに限り、自身もしくは世帯で普通四輪車を保有しており、週1日以上運転する

調査対象者 年齢 | 18～69歳男女 地域 | 全国

本調査条件
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本調査票（事後調査）

自動車免許保有※普通自動車を運転可能なものに限り、自身もしくは世帯で普通四輪車を保有しており、週1日以上運転する

調査対象者 年齢 | 18～69歳男女 地域 | 全国

本調査条件

18-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳

男性 100 100 100 100 100

女性 100 100 100 100 100

本調査（事後調査）割付表

※事前とは別の人々へ調査



調査結果

©2023 ADK Creative One Inc, All Rights Reserved.

3



©2023 ADK Creative One Inc, All Rights Reserved. 18

【プロファイル】性×年代

ポイント 事前調査・事後調査共に、各年代性別等を例年通りの同一条件にて実施。

性×年代グループ（SA）

事前調査＋事後調査
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【プロファイル】所有自動車の種類 / 所有内訳

所有自動車の種類（MA） 四輪自動車 / 所有内訳（MA）

二輪自動車 / 所有内訳（MA）

※四輪自動車は「普通自動車免許」のみ算出の値

※二輪自動車は右図記載の全てを算出の値

ポイント① ＜所有自動車の種類＞ 2023年は「普通自動車免許」のみの集計としているが、全体でみれば大きな傾向はみられない。

ポイント② ＜所有自動車の種類＞ 二輪自動車については全4種を合計して集計しているが、全体で見れば大きな傾向はみられない。

事前調査＋事後調査
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【プロファイル】自動車運転頻度

自動車運転頻度

ポイント 2023年の調査において、昨年度までの調査対象である青部分についてはSC調査で排除しているため、

週に1～2回以上自動車に乗る頻度のあるユーザーに対して調査を行った。

以降データに関しては、より自動車を利用する人の意識データとなっている。

事前調査＋事後調査
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法律により「車検」以外で「日常点検」と「定期点検」の実施が義務付けられていることの認知

Q1 自動車ユーザーは、「車検」の他に法律で自動車の点検・整備による適正な状態の保持が義務付けられていることをご存じでしたか。（SA)

ポイント 「法律で点検・整備による適正な状態の保持が義務付けらえている」ことの認知は80.5％が「知っていた」と回答。

昨年度より4.8％微減している。

事前調査＋事後調査
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「日常点検整備」と「定期点検整備」の法律による義務の認知

Q2 法律で、⾛行距離、運行時の状態などから判断した
適切な時期（洗車・給油時、⻑距離⾛行前）に「日常点検整備」
の実施が義務付けられていることをご存じでしたか。（SA)

Q8 あなたは自動車ユーザーは、法律で一定期間毎
（自家用車は1年毎）に 「定期点検整備」の実施が
義務付けられていることをご存じでしたか。（SA)

ポイント① 「日常点検整備の実施が義務付けらえている」ことを「知っていた」と回答したのは63.6％。昨年度より7.8％減少傾向。

ポイント② 「定期点検整備の実施が義務付けらえている」ことを「知っていた」と回答したのは67.3％。昨年度より8.6％減少傾向。

事前調査＋事後調査
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「日常点検」の実施有無と、実施頻度

Q3  あなたは「日常点検」を実施していますか。
Q4 『日常点検（日頃、ご自分で車を点検）』をする頻度は

どのくらいですか。（SA)

Q3 | 事前調査＋事後調査 Q4 |事後調査

ポイント① 「日常点検」実施の有無に関しては「乗る前にする」が9.5％。「時々する」（67.7％）と合わせた「実施する計」で77.3％。
   前回、前々回調査より大幅に増加している。

ポイント② 「日常点検」頻度に関しては、「1～3日に1回」（9.9％）、「1週間に1回」（26.1％）、「10日に1回」（6.2％）となっており、
 前回、前々回調査より大幅に増加している。事後調査のみとなるので、啓発活動が起因した可能性が考えられる。
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「日常点検」をするタイミング

Q5 『日常点検（日頃、ご自分で車を点検）』はどのような時に行っていますか。（MA）

ポイント① 「日常点検」するタイミングに関しては、例年大きな差異は見られない。

「ふだん運転する前」（42.7％）がトップで、次いで「旅行など⻑距離ドライブ前」（39.4％）、「洗車するとき」（31.4％）。

ポイント② コロナウィルス制限緩和により、旅行・⻑距離ドライブ・高速道などの数値が微増傾向にある。

事後調査
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自分自身で行っている「日常点検」

Q6 あなたが自分自身でやっている『日常点検（日頃、ご自分で車を点検）』をお答えください。（MA）

事後調査

ポイント① Q3の「日常点検実施」の増加に伴い、各データ等しく実施の項目が大幅増加している。

事後調査のため、本施策「点検チェック」関連のコンテンツ効果が出ていると考えられる。

ポイント② 大幅な増加としては「ブレーキを踏み・・・」が昨年度＋26.6%増加。1位は「ランプ点灯・・・」が60.6%となる。
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「日常点検」をしない理由

Q7 『日常点検（日頃、ご自分で車を点検）』を全くしない理由を教えてください。（MA）

事前調査＋事後調査

ポイント① 前年・前々年の結果に比べ「知識がないから」が45.5%となり、前年に比べ12.1%減少した。

事後調査のため、本施策関連のコンテンツ効果が出ていると考えられる。

ポイント② 増加としては「面倒だから」が35.9%となり、前年に比べ7.2％増加している。
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「定期点検整備」を実施しているか

Q9 あなたは整備⼯場等で『定期点検整備（一定期間ごとに車を点検）』を実施していますか。（SA）

事前調査＋事後調査

ポイント① 「必ず実施（自家用車は1年ごと）している」の比率が最も高く58.8％となり、前年に比べ12.1%増加となる。

「車検の時（自家用車は2年に1回）に実施している」（38.6％）となり、必ず実施増加に伴い減少した。

ポイント② 「全く実施していない」は例年一番低くなり、2.7%。前年に比べ、6.3%減少し、啓発活動の効果が出ていると考えられる。
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「定期点検整備」を実施しない理由

Q10 あなたが、「定期点検整備」を必ずしも実施しない理由を教えてください。

事前調査＋事後調査

ポイント① 「日常点検点検をしっかりしているから」が18.4%となり、前年に比べ13%増加している。

日常点検の実施啓蒙ができた反面、定期点検の実施に関する違いの啓発が課題であると考えられる。

ポイント② 「車検をうけているから」（44.1%）。「時間がないから」（20.9%）と増加になり、定期点検の差別化啓発が必要と考えられる。
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車検以外で自動車重量税・自賠責保険料がかからないことの認知

Q11 車検の時以外の「定期点検整備」では、自動車重量税、自動車損害賠償責任保険料が、かからないことをご存じでしたか。（SA)

事前調査＋事後調査

ポイント 「知っていた」が68.1%となり、前年に比べ13.1%増加となる。

自動車への乗車頻度が高いユーザーであるからと考えられるが、認知については浸透してきていると考えられる。
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車載式故障診断装置（OBD）の「OBD点検」に対する認知

Q12 令和3年10月1日より「車載式故障診断装置（OBD）」が搭載された自動車は、「OBD点検」が12カ月ごとの定期点検の対象になったことをご存じでしたか。

ポイント 「OBD点検」の認知度は14.7％となった。前年に比較がないため推移の分析ができないが、

定期点検の調査に関わるデータから見ると、合わせて啓発の強化が必要であると考えられる。

事前調査＋事後調査
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「自動車点検整備推進運動」の認知と認知経路

Q13 あなたは『自動車点検整備推進運動』を
ご存じでしたか。（SA)

Q14 『自動車点検整備推進運動』を
         何で知りましたか。（MA）

Q13 | 事前調査＋事後調査 Q14 |事後調査

ポイント① 「自動車点検整備推進運動」の認知率は、前回より微増であり「知っていた」（9.6％）で、1.6%増加傾向。
「詳しくは知らないが、聞いたことはあった」（20.5％）の認知計で30.1％で、前年に比べ4.6％増加となった。

ポイント② 認知経路については今回TVCMは行っていないもののYouTubeのオンデマンドテレビ配信を行ったため22%となった。
「インターネットを利用」と合算すると39.4%となり、ネット動画での経路が多いと考えられる。
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「定期点検」の実施に必要と考えられる対策

Q15 定期点検を確実に実施してもらうためには、どのような対策が必要と考えますか。（MA）

事前調査＋事後調査

ポイント① 定期点検を確実に実施してもらうために必要な施策としては、「整備⼯場から定期点検時期を案内する」（49.1％）でトップ。
次いで「定期点検時の平均的な費用をオープンにする」（40.2％）となり例年通りとなる。

ポイント② 増加が大きいものとして「気軽に参加できるイベント・・・」が20.2%となり、前年に比べ5.4%増加となる。
各地域でのイベント開催が大きな啓発要素に起因すると考えられる。
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最近1年間の運転をしていて経験したトラブル

Q16 最近1年間に、車を運転していて、次のようなトラブルを経験したことがありますか。（MA）

事前調査＋事後調査

ポイント 「特にトラブルは経験していない」（70.3％）が過去調査も含めてトップ。前年に比べ4.7%増加している。

他数値についても、前年と比べ減少傾向にあり、啓発活動がトラブル防止に起因していることが伺える。
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コンテンツ視聴経験（※昨年度までは動画視聴経験）

Q17 あなたは点検整備についてのコンテンツをご存知ですか。（MA)
        ※過去比較（いずれかの動画認知率）

※2023年度は（コンテンツ）いずれかの認知総数

※2023年度は「見たような気がする」は排除

Q17 あなたは点検整備についてのコンテンツをご存知ですか。           
        見たことがあるものを全てお選びください。(MA)

Q18 点検整備についてのコンテンツをご存じの方にお伺いします。
        実際に「間違い探し」をやってみたものを全てお選びください。

事後調査

ポイント① 本年調査については「見たような気がする」を排除し、「確かに見た」が23.1%となり、前年に比べ18.1%増加している。
前年までの「確かに見た」と「見たような気がする」を合算した13.3%も、9.8%上回り認知の拡大ができたと考えられる。

ポイント② 内訳をみていくと「アハ点検動画 / YouTube版」がもっと高く認知されている。次いで特設サイト及び点検チェックシートが
上げられる。YouTubeの媒体が一番効果的認知拡大に繋がったと考えられる。
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コンテンツ視聴経験（※昨年度までは動画視聴経験でSAのため参考値）

Q17 あなたは以下の点検整備についてのコンテンツをご存じですか。見たことがあるものを全てお選びください。（MA） ※性年代別分析

事後調査

ポイント 性年代別に視聴経験を見ると、「男性18歳～29歳」が最も認知が高く認知計45.0％となり、前年に比べ19.8％の増加となる。
ついで「男性50歳～59歳」でも認知計で35.0％と他の層に比べ高い認知率となっている。
若年層では「女性18歳～29歳」も29.0%と、前年に比べ増加傾向。
若年層への認知拡大に加え、シニア層へもYouTubeという媒体を通して、啓発が推進できたと考えられる。
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コンテンツ視聴経路（※昨年度までは動画視聴経路及び経路が違うため比較は参考値）

Q19 あなたは先ほどの点検整備についてのコンテンツをどこから知りましたか。あてはまるものを全てお選びください。（MA）

ポイント マルチなデジタルプロモーションを実施したため、例年に比べてばらつきがみられるが、
SNS関連の流入が57.4％と過去最高となる。ついでインターネット関連の流入が、27.8%となり広告効果がでていると考えられる。
動画を中心としたデジタルプロモーションは一定の効果が見込めると考えられ、
サービスエリアの掲載についても16.5%と高い傾向にある。

事後調査
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コンテンツに対する意識変化

Q20 それぞれの点検整備についてのコンテンツをご覧になって、「点検の必要性」が理解できたと思うものをお選びください。（MA）

事後調査

ポイント 点検の必要性について、一番大きく起因したコンテンツは「アハ点検動画 / YouTube版」（19.1%）となる。
次いで、点検チェックシートが16.5%。点検チェックコンテンツはキャンペーン連動と総計し15.7%となり、特設サイトも15.7％。
日常点検の啓発が大きく推進できた点からも、点検項目の具体的な提示が本施策の良かった点と考えられる。
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コンテンツに対する印象 | ポジティブな回答

Q21 あなたは先ほどの点検整備についてのコンテンツをご覧になって感じたことで、あてはまるものを全てお選びください。（MA）

事後調査

ポイント コンテンツに関する印象調査においては、「点検の重要性を理解することができた」が35.7%と高く、「内容が分かりやすかった」
が28.7％となり、日常点検に関する啓発と、難しい内容を分かりやすく伝えるという施策のコンセプトを実現できたと考えられる。
加えて、「遊び感覚で・・・」（11.3%）と「内容が面白かった」（13.0%）となり、難しい内容をエンターテインメント要素を
交えてしっかり楽しく伝えられたと考えられる。



©2023 ADK Creative One Inc, All Rights Reserved. 39

コンテンツに対する印象 | ネガティブな回答

Q21 あなたは先ほどの点検整備についてのコンテンツをご覧になって感じたことで、あてはまるものを全てお選びください。（MA）

事後調査

ポイント コンテンツに対するネガティブな印象としては「内容が分かりにくかった」（10.4%）。ついで「内容がおもしろくない」（9.6%）
となった。次年度に向けては、更なるエンターテインメント要素の追加と、分かりやすさを検討する必要があると考えられる。
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新キャラクターに対する認知度

Q22 あなたは以下のキャラクター（カー坊）を知っていましたか。あてはまるものをお選びください。

事後調査

ポイント 新たなキャラクターである「カー坊」の認知については「知っている」が1.1%となり、「見たことある気がする」が9%と
全体的に低い傾向となる。キャラクターの紹介及びSNS等でのキャラクター性の発信がなかったことが原因と考えられるため、
次年度以降は、キャラクターに関するSNSを中心とした認知拡大の施策が必要であると考えられる。
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コンテンツに対する意識変化（2022年データ | 動画のみのため参考値）

コンテンツ意識変化に関する
2022年度調査の結果参考値となります。

Q23 あなたはこれらの動画をご覧になって、車の点検についてどのようにお思いですか。各項目ごとに当てはまるものをお選びください。（SA)
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「車検」以外で「日常点検」と「定期点検」の実施が義務付けられていることの認知（Q1）×定期点検整備を実施しているか（Q9）

2023年調査

ポイント 「法律で「車検」以外で「日常点検」と「定期点検整備」の実施義務」があることを知っている層のほうが
「必ず実施している」の割合が58.0％と高く、前年に比べ6.3%増加傾向にある。
「知らなかった」層の「必ず実施している」割合は53.2％と、母数が少ないながらも22.1%増加傾向となり、
啓発活動を通して認知が上がったと考えられる。
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『自動車点検整備推進運動』をご存じでしたか（Q13）×日常点検をするか（Q3）

2023年調査

ポイント 『自動車点検整備推進運動』を「知っていた」と回答した層は、日常点検を「乗る前にする」と回答した割合が高く30.1%。
前年に比べ、3.0%増加した。
全体としても「全くしない」が31.3%と、前年に比べ16.4%の減少となり、推進運動について認知をした層に対する
日常点検の啓発の効果があったと考えられる。
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自動車運転頻度×1年間に運転中に経験したトラブル（Q16）×定期点検整備を実施しているか（Q9）

2023年調査

ポイント 「ほとんど毎日運転する人」で、「エンジン焼き付け」経験者は80.0％、「ベルト切れ」経験者では75.0％が「必ず実施」と回答。
「ほとんど毎日運転する人」で、「ランプ類の故障」経験者は35回答、「バッテリー上がり」経験者では61回答、
「タイヤのパンク・バースト」経験社は68回答と高い傾向にあった。
総じてトラブル経験者は定期点検整備実施率が高い。
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自動車運転頻度×1年間に運転中に経験したトラブル（Q16）×日常点検を実施しているか（Q3）

2023年調査

ポイント 「ほとんど毎日運転する人」で、「エンジン焼き付け」経験者は40.0％、「ブレーキ不良」経験者では30.0％が「必ず実施」と回答。
「ほとんど毎日運転する人」で、「ランプ類の故障」経験者は32回答、「バッテリー上がり」経験者では59回答、
「タイヤのパンク・バースト」経験社は69回答と高い傾向にあった。
総じてトラブル経験者は日常点検整備実施率が少し低く出ているので、事故防止の啓発強化が必要と考えられる。
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FA回答一覧 | 事前調査

事前調査

Q.あなたが現在保有している「自動車免許」を下記の中から全てお選びください。

※第一種・第二種・AT限定などの区分は全て含めてお答えください。
※過去保有していて、現在は保有していないものは除いてお答えください。

事前調査

Q. あなたが、「日常点検」を実施しない理由を教えてください。

事前調査

Q. あなたが、「定期点検整備」を必ずしも実施しない理由を教えてください。
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FA回答一覧 | 事前調査

事前調査

Q. 定期点検が確実に実施されるためには、どのような対策が必要と考えますか。

事前調査

Q. 最近１年間に、車を運転していて、次のようなトラブルを経験した
    ことがありますか。
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FA回答一覧

事後調査

Q.あなたが現在保有している「自動車免許」を下記の中から全てお選びください。

※第一種・第二種・AT限定などの区分は全て含めてお答えください。
※過去保有していて、現在は保有していないものは除いてお答えください。

事後調査

Q. 『日常点検（日頃、ご自分で車を点検）』をする頻度はどのくらいですか。
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FA回答一覧

事後調査

Q. 『日常点検（日頃、ご自分で車を点検）』はどのような時に行っていますか。

事後調査

Q. あなたが自分自身でやっている『日常点検（日頃、ご自分で車を点検）』
     をお答えください。

事後調査

Q. あなたが、「日常点検」を実施しない理由を教えてください。
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FA回答一覧

事後調査

Q. あなたが、「定期点検整備」を必ずしも実施しない理由を教えてください。

事後調査

Q. 「自動車点検整備推進運動」を何で知りましたか。
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FA回答一覧

事後調査

Q.定期点検が確実に実施されるためには、どのような対策が必要と考えますか。

事後調査

Q. 最近１年間に、車を運転していて、次のようなトラブルを経験したこと
がありますか。
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FA回答一覧

事後調査

Q.定期点検が確実に実施されるためには、どのような対策が必要と考えますか。

事後調査

Q. 最近１年間に、車を運転していて、次のようなトラブルを経験したこと
がありますか。

事後調査

Q.あなたは先ほどの点検整備についてのコンテンツをどこから知りましたか。
    あてはまるものを全てお選びください。
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調査資料一覧

事前調査

・別紙「FA一覧_【事前調査】アハ点検キャンペーン調査」

・別紙「GT集計_【事前調査】アハ点検キャンペーン調査 」

・別紙「クロス集計_【事前調査】アハ点検キャンペーン調査」

事後調査

・別紙「FA一覧_【事後調査】アハ点検キャンペーン調査」

・別紙「GT集計_【事後調査】アハ点検キャンペーン調査」

・別紙「クロス集計_【事後調査】アハ点検キャンペーン調査」

その他

・別紙「GT集計【事前事後比較】アハ点検キャンペーン調査」

・別紙「GT集計【事前事後比較】アハ点検キャンペーン調査」
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調査結果サマリー❶ | 日常点検と定期点検の法律意識と実施携行について

法律の認知状況は63.6％~80.5%程度で、過去調査とほぼ同様のスコアで、認知率は高いが、減少傾向にある

・「法律で点検・整備による適正な状態の保持が義務付けらえている」ことの認知は80.5％が「知っていた」と回答。昨年度より4.8％微減。

・「⽇常点検整備の実施が義務付けらえている」ことを「知っていた」と回答したのは63.6％。昨年度より7.8％減少傾向。

・「定期点検整備の実施が義務付けらえている」ことを「知っていた」と回答したのは67.3％。昨年度より8.6％減少傾向。

「日常点検」の実施状況については、計77.3%と、過去調査に比べて、大幅な実施率の増加ができた

・「⽇常点検」実施の有無に関しては「乗る前にする」が9.5％。「時々する」（67.7％）と合わせた「実施する計」で77.3％。
   前回、前々回調査より大幅に増加している。

・「⽇常点検」頻度に関しては、「1〜3⽇に1回」（9.9％）、「1週間に1回」（26.1％）、「10⽇に1回」（6.2％）となっており、
 前回、前々回調査より大幅に増加している。事後調査のみとなるので、啓発活動が起因した可能性が考えられる。

「定期点検」の実施状況については、1年ごとに実施が58.8%と、過去調査に比べて、大幅な実施率の増加ができた

・「必ず実施（⾃家⽤⾞は1年ごと）している」の⽐率が最も⾼く58.8％となり、前年に⽐べ12.1%増加となる。
「⾞検の時（⾃家⽤⾞は2年に1回）に実施している」（38.6％）となり、必ず実施増加に伴い減少した。

・「全く実施していない」は例年一番低くなり、2.7%。前年に⽐べ、6.3%減少し、啓発活動の効果が出ていると考えられる。

・「⾞検をうけているから」（44.1%）。「時間がないから」（20.9%）と増加になり、定期点検の項目別啓発が必要と考えられる。

・Q6の「あなたが⾃分⾃⾝でやっている『⽇常点検（⽇頃、ご⾃分で⾞を点検）』をお答えください。 」については、

全ての項目において大幅な増加をしている。

結果と考察 ① 法律の認知状況は、過去同様高くあるが減少傾向にあるため、法律としての啓発を強化する必要がある
② 日常点検の実施状況は、大幅な増加ができたため、次年度以降も更なる啓発を継続する
③ 定期点検の実施状況は、実施率の増加及び非実施の減少ができたが、一部項目で増加がみられるため、

該当項目別の啓発強化が次年度以降の課題となる
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調査結果サマリー❷ | 日常点検と定期点検の非実施要因について

「日常点検整備」をしない理由は、前年に比べ全体に減少傾向にあるものの、増加要素も見られる

・前年・前々年の結果に⽐べ「知識がないから」が45.5%となり、前年に⽐べ12.1%減少した。

・前年・前々年の結果に⽐べ「面倒だから」が35.9%となり、前年に⽐べ7.2％増加している。

「定期点検整備」をしない理由は、前年に比べ全体に減少傾向にあるものと、増加傾向にあるものが分かれた

・「⽇常点検点検をしっかりしているから」が18.4%となり、前年に⽐べ13%増加している。
⽇常点検の実施啓蒙ができた反面、定期点検の実施に関する違いの啓発が課題であると考えられる。

・「⾞検をうけているから」（44.1%）。「時間がないから」（20.9%）と増加になり、定期点検の差別化啓発が必要と考えられる。

「OBD点検」の認知状況については14.7%となり、まだ低い認知となる

・「OBD点検」の認知度は14.7％となった。前年に⽐較がないため推移の分析ができないが、
定期点検の調査に関わるデータから見ると、合わせて啓発の強化が必要であると考えられる。

「定期点検整備」の実施に必要な対策は「気軽に参加できるイベント、点検教室の開催」が20.2％と5.4％増加した

結果と考察 ① 日常点検の実施を更に上げるため、「面倒だから」という点を払拭する必要がある
② 定期点検の実施を更に上げるため、「車検」との差別化認知と、「手間」の払拭をする必要がある

有効な手段として、イベント・点検教室の増加推進及び利用コンテンツの拡充が考えられる
③ OBD点検の認知状況が低いため、②と合わせて啓発を強化する必要がある
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調査結果サマリー❸ | 自動車点検整備推進運動について

「自動車点検整備推進運動」の認知率は、前回より微増し認知計で4.6％の増加となる

・「⾃動⾞点検整備推進運動」の認知率は、前回より微増であり「知っていた」（9.6％）で、1.6%増加傾向。
「詳しくは知らないが、聞いたことはあった」（20.5％）の認知計で30.1％で、前年に⽐べ4.6％増加となった。

・認知経路については今回TVCMは行っていないもののYouTubeのオンデマンドテレビ配信を行ったため22%となった。
「インターネットを利⽤」と合算すると39.4%となり、ネット動画での経路が多いと考えられる。

「自動車点検整備推進運動」の認知層の、日常点検実施頻度「乗る前にする」は30.1％と増加。「全くしない」も16.4%減少

・『⾃動⾞点検整備推進運動』を「知っていた」と回答した層は、⽇常点検を「乗る前にする」と回答した割合が⾼く30.1%。
前年に⽐べ、3.0%増加した。全体としても「全くしない」が31.3%と、前年に⽐べ16.4%の減少となる。

新キャラクター「カー坊」の認知状況については1.1%となり、まだ低い認知となる

・「点検の必要性について、一番大きく起因したコンテンツは「アハ点検動画 / YouTube版」（19.1%）となる。
次いで、点検チェックシートが16.5%。点検チェックコンテンツはキャンペーン連動と総計し15.7%となり、特設サイトも15.7％。

「コンテンツ」による意識変化は、点検整備を楽しく取り上げた「アハ点検動画 / YouTube版」と点検関連が大きく起因

・「コンテンツに関する印象調査においては、「点検の重要性を理解することができた」が35.7%と⾼く、「内容が分かりやすかった」が28.7％となり、
⽇常点検に関する啓発と、難しい内容を分かりやすく伝えるという施策のコンセプトを実現できたと考えられる。加えて、

「遊び感覚で・・・」（11.3%）と「内容が面白かった」（13.0%）となる。

結果と考察 ① 「自動車点検整備推進運動」の認知率は増加しており、過去2年の最高認知率となる
② 認知率の日常点検に与える影響は大きいため、継続した実施をしていく必要がある
③ アハ点検動画や点検関連のコンテンツが、日常点検推進に大きく起因した
④ 新キャラクターの認知が低いため、次年度以降キャラクター性を出す施策が必要である
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調査結果サマリー❹ | 1年間のトラブル経験と日常点検・定期点検関連性について

最近1年間に起きた、運転中のトラブルを経験については、全項目減少し、経験なしが70.3%と過去最高となる

・「特にトラブルは経験していない」（70.3％）が過去調査も含めてトップ。前年に⽐べ4.7%増加している。
他数値についても、前年と⽐べ減少傾向にあり、啓発活動がトラブル防止に起因していることが伺える。

最近1年間に起きた、運転中のトラブルを経験と「日常点検」の実施率は低い関係性にあり、事故リスクの啓発が必要である

・「ほとんど毎⽇運転する⼈」で、「エンジン焼き付け」経験者は40.0％、「ブレーキ不良」経験者では30.0％が「必ず実施」と回答。
「ほとんど毎⽇運転する⼈」で、「ランプ類の故障」経験者は32回答、「バッテリー上がり」経験者では59回答、
「タイヤのパンク・バースト」経験社は69回答と⾼い傾向にあった。

総じてトラブル経験者は⽇常点検整備実施率が少し低く出ているので、事故防止の啓発強化が必要と考えられる。

・「ほとんど毎⽇運転する⼈」で、「エンジン焼き付け」経験者は80.0％、「ベルト切れ」経験者では75.0％が「必ず実施」と回答。
「ほとんど毎⽇運転する⼈」で、「ランプ類の故障」経験者は35回答、「バッテリー上がり」経験者では61回答、
「タイヤのパンク・バースト」経験社は68回答と⾼い傾向にあった。

総じてトラブル経験者は定期点検整備実施率が⾼い。

最近1年間に起きた、運転中のトラブルを経験と「定期点検」の実施率は高い関係性にあり、多い回答を元に更なる啓発が必要

結果と考察 ① トラブル経験は全項目減少傾向で、経験なしが過去最高数値となる
② トラブル経験と「日常点検」の関係性が低くでており、事故リスクの啓発強化が必要である
③ トラブル経験と「定期点検」の関係性は高くでており、事故リスク項目別の更なる強化を目指す
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